
 
 

 

世界銀行・国際金融情報センター共催パブリックセミナー 

東アジア大洋州地域報告書 

 

2007 年 4 月 5 日（木）午後 3 時～5 時 於：世界銀行東京事務所 

 
世界銀行東京事務所と国際金融情報センター（JCIF）はこの度、世界銀行が半年に一度発表する東ア

ジア大洋州地域の半期経済報告書を取り上げたセミナーを開催することと致しました。 

 

97 年半ばに東アジア地域に打撃を与えた経済危機から 10 年が経ち、回復を成し遂げた同地域は貧困

層も減少し、これまで以上にグローバルな役割を担うようになりました。中国の力強い成長に牽引され、

東アジア地域の途上国が今日生み出す生産力は、危機以前のレベルと比べ 3 倍以上の年間４兆ドル

に上ります。さらに域内の貧困レベルも危機以前の 28%と比べ低くなりました。しかしこうした回復の影に

は、適切な対応をしなければ成長の妨げとなるような新たな課題も潜んでいます。東アジア地域の国々

は「中所得国の罠」に陥り、高所得国レベルに達するために苦しむ可能性もあります。 

 

この度 4 月 5 日に発表される本報告書は、初めて東京から発表されますが、97 年のアジア経済危機か

らの回復を深く掘り下げているだけでなく、中国経済の域内への影響についても論じています。さらに、

特集として都市化とアジアのメガ都市周辺部の成長に焦点を当てています。 

 

セミナーでは、世界銀行より報告書の執筆者と中国担当エコノミストがワシントンと北京から来日し、

JCIF、日本の専門家と報告書について議論を深めます。是非お越しください。なお、会場の準備の都合

上、恐縮ですが添付の返信用紙をお送りいただければ幸いです。 

 

日時：  2007 年 4 月 5 日（木） 3 時～5 時 

場所： 世界銀行東京事務所 東京開発ラーニングセンター（TDLC） （千代田区内幸町 2-2-2 

富国生命ビル 10 階）  地図   http://www.jointokyo.org/ja/about/location/ 

プログラム＜予定＞ （敬称略）： 

                  3:00            ご挨拶 レスター・ダリー 世界銀行 駐日特別代表代行  
3:00-3:10     開会のご挨拶 寺田晴彦 国際金融情報センター副理事長 
3:10-3:40     発表 ミラン・ブランバット 世界銀行東アジア大洋州地域  

リード・エコノミスト（同報告書執筆者） 
3:40-3:55     発表（中国について） バート・ホフマン 世界銀行北京事務所 

リード・エコノミスト 
 3:55-4:25    コメント 

松田邦夫 国際金融情報センター 総務部長 
河合正弘 アジア開発銀行研究所 所長 

  木村茂樹 財務省 国際局 開発機関課長 
4:25-4:55     質疑応答 

 4:55-5:00    閉会のご挨拶 レスター・ダリー 世界銀行駐日特別代表代行 
 

言語：  英語・日本語（同時通訳が入ります。） 

 

お問い合わせ： 世界銀行東京事務所 平井（3597-6650、thirai@worldbank.org） 



 

 

世界銀行／国際金融情報センター（JCIF）共催パブリックセミナー 

東アジア大洋州地域報告書 
World Bank / Japan Center for International Finance Joint Public Seminar 

East Asia Pacific Regional Update 
 

3:00-5:00p.m., April 5, 2007 @ World Bank Tokyo Office (TDLC) 
 

参加申込み 宛先 03－3597－6695 
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